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別添１

[bookmark: _GoBack]ＩＣＴ活用工事（舗装工）に適用する要領等

		

		名称

		



		[bookmark: _Hlk115964626]積算

		情報化施工技術の活用ガイドライン

情報化施工技術の活用ガイドライン（別紙）

ＩＣＴの全面的な活用の推進に関する実施方針

ＩＣＴの全面的な活用の推進に関する実施方針（別紙）

		農林水産省



国土交通省



		測量

		地上レーザースキャナを用いた公共測量マニュアル（案）

		国土地理院



		[bookmark: _Hlk115964756]施工管理

		３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）舗装工編（第3編）

		国土交通省



		監督・検査

		地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

		国土交通省








別添２

ＩＣＴ活用工事（舗装工）の発注の流れ

【対象工種】

・アスファルト舗装工

・半たわみ舗装工

・排水性舗装工

・透水性舗装工

・グースアスファルト舗装工

・コンクリート舗装工

【舗装面積（新設）】

① 1,000㎡以上

② 1,000㎡未満

① 1,000㎡以上

② 1,000㎡未満

なし



【適用対象外工事】

・橋面舗装

・出来形管理不要

・緊急を要する

・随意契約

・予算制約あり

該当

そ　の　他

あり

ＩＣＴ活用工事（舗装工）

受注者希望型

特記仕様書に明示して発注

【事業主管課協議】

・災害復旧事業

協議を要する事業

実施可

実施不可

非該当

【施工条件】

①ＩＣＴ施工に適する② ①以外

①ＩＣＴ施工に適する

② ①以外

【協議】

事業主管課

必要に

応じて
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ＩＣＴ活用工事（舗装工）・受注者希望型別添３



特記仕様書（記載例）



１　ＩＣＴ活用工事

本工事は、ＩＣＴ活用工事（舗装工）・受注者希望型の対象工事である。

ＩＣＴ活用工事とは、建設現場の生産性向上を目的として、建設生産プロセスの各段階において、次に示すＩＣＴ施工技術を活用する工事である。

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ＩＣＴ建設機械による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

２　実施方法

受注者は、ＩＣＴ活用工事を実施する意向がある場合は、契約後、施工計画書の提出までにＩＣＴ活用工事計画書に具体的な実施内容を記載し、監督職員と協議を行うこと。協議が整い、監督職員が指示した場合に、受注者は、「ＩＣＴ活用工事（舗装工）試行要領（山口県農林水産部）」に基づきＩＣＴ活用工事を実施することができるものとする。

３　ＩＣＴ施工技術の実施内容

受注者は、ＩＣＴ活用工事を実施する場合は、ＩＣＴ施工技術のうち、②３次元設計データ作成、④３次元出来形管理等の施工管理及び⑤３次元データの納品を必ず実施すること。この場合の３次元出来形管理は管理断面による管理を標準とする。

また、受注者は、①３次元起工測量及び③ＩＣＴ建設機械による施工のいずれか又は両方を追加して実施することができる。この場合の３次元出来形管理は面管理を行うものとする。

４　ＩＣＴ活用工事の費用について

ＩＣＴ活用工事に係る経費については、「土地改良工事積算基準（土木工事）」、「治山林道必携 積算・施工編」、「土地改良工事積算基準（調査・測量・設計）」、「治山林道必携　調査・測量・設計編」、「⼭⼝県設計標準歩掛表」、「⼭⼝県業務関係積算基準及び標準歩掛表」、「情報化施工技術の活用ガイドライン（別紙）（農林水産省）」及び「ＩＣＴの全面的な活用の推進に関する実施方針（別紙）（国土交通省）」等に基づき設計変更を行い、落札率を乗じた価格により変更契約を行うこととする。

５　機器類の調達

本工事に必要なＩＣＴ機器類は、受注者が調達すること。また、施工に必要なＩＣＴ活用工事用データは、受注者が作成することとし、使用するアプリケーション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議すること。





６　工事成績評定

ＩＣＴ施工技術の①～⑤を全て実施した場合は、創意工夫【施工】で２点を加点する。ただし、必須項目（②３次元設計データ作成、④３次元出来形管理等の施工管理、⑤３次元データの納品）のみを実施した場合は、１点を加点する。

７　ＩＣＴ施工に係る県内企業の活用

受注者は、ＩＣＴ施工における関連業務（３次元起工測量、３次元設計データ作成等）を委託に付す場合は、山口県ふるさと産業振興条例の趣旨を踏まえ、県内企業の優先活用に努めること。

[bookmark: _GoBack]８　現場見学会等への協力

受注者は、本工事が、山口県i-Construction推進連絡会又は山口県が主催する現場見学会等の対象となった場合は、実施に協力すること。

９　その他

本特記仕様書に疑義を生じた場合又は記載のない事項については、監督職員と協議するものとする。




ＩＣＴ活用工事（舗装工）の実施手続き

		受　注　者

		発　注　者・ＩＣＴ施工技術を活用する旨の提案・協議

・設計図書等の貸与

・設計図書３次元化の指示の了解

【監督事項】

・ＩＣＴ施工技術活用希望の受理・指示

【監督事項】

・設計図書の3次元化の指示

【監督事項】

・具体的工事内容及び対象範囲の受理・確認

・具体的工事内容及び対象範囲の協議

・精度確認試験結果報告書の作成

（TLS,TS(ﾉﾝﾌﾟﾘ),RTK-GNSSの場合）

・施工計画書（起工測量編）の

作成

【監督事項】

・施工計画書（起工測量編）の受理・確認（精度確認試験結果報告書含む）

【監督事項】

・基準点等の指示

・工事基準点の設置

・起工測量

・測量成果簿の作成

【監督事項】

・測量成果簿の受理・確認

(1) 機器・ソフトウエア等の選定

【機器・ソフトウェア等の準備段階】

【監督事項】

・電子納品事前協議書の受理・回答

・電子納品事前協議書の提出

(2) ＩＣＴ活用工事の設定

【施工計画・準備段階】

(3) 施工計画書（起工測量）

(4) 工事基準点の設置

(5) 測量成果簿の作成

・3次元起工測量・３次元設計データ作成費用見積り提出依頼

・3次元起工測量・３次元設計データ作成費用見積書提出
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		受　注　者

		発　注　者



		





































































































		





・設計図書の照査

【監督事項】

・受注者による設計図書の照査状況の受理・確認

(6) ３次元設計データの作成

【監督事項】

・受注者による３次元設計データの照査状況の受理・確認

・３次元設計データの作成

・３次元設計データの照査

(7) 設計図書の照査

(9) 出来形管理

(8) 施工計画書（工事編）

・施工計画書（工事編）の作成

・設計図書の照査、起工測量結果の反映

【監督事項】

・施工計画書（工事編）の

受理・確認

・出来形計測

・出来形管理写真の撮影

・出来形管理帳票の作成

【監督事項】

・出来形管理帳票の受理・確認

【出来形管理段階】

・数量計算の方法の協議

・３次元設計データ＋設計数量の協議

【監督事項】

・数量計算方法の受理・確認

・３次元設計データ＋設計数量の受理・確認

【変更段階】

(10) 電子成果品 

【完成段階】

・電子成果品の作成

【監督事項】

・電子成果品の受理・確認

・設計図書等の変更

(11) 検査 

【検査段階】

・書面検査、実地検査

【検査事項】

・書面検査、実地検査

【監督・検査事項】

・工事成績評定

【検査終了後】

・履行証明書の発行




②-2ＩＣＴ活用工事計画書(舗装工)

														別添5 ベッテン

				（様式１） ヨウシキ



				ＩＣＴ活用工事計画書（舗装工） カツヨウ コウジ ホソウ コウ



				　当該工事において、ＩＣＴ施工技術を活用する施工プロセス・作業内容を選択し（☑を記入）、採用する技術を「適用技術」欄から選択して番号を記入する。



				施工プロセスの段階 セコウ ダンカイ				作業内容 サギョウ ナイヨウ				採用する
技術番号 サイヨウ ギジュツ バンゴウ		適用技術 テキヨウ ギジュツ

						①３次元起工測量								 １　地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

														 ２　トータルステーション等光波方式を用いた起工測量 トウ コウハ ホウシキ モチ キコウ ソクリョウ

														 ３　トータルステーション（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた起工測量 ホウシキ モチ キコウ ソクリョウ

														 ４　地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量 イドウタイ トウサイガタ

														 ５　その他の３次元計測技術による起工測量

														その他の技術名称： タ ギジュツ メイショウ





						②３次元設計データ
　作成※								※３次元出来形管理、ＩＣＴ建設機械による施工に用いる３次元設計データを作成する。 ジゲン デキガタ カンリ ケンセツ キカイ セコウ モチ ジゲン セッケイ サクセイ

						③ＩＣＴ建設機械
　による施工
				路盤工 ロバンコウ				 １　３次元ＭＣモーターグレーダ

														 ２　３次元ＭＣブルドーザ

						④３次元出来形管理
　等の施工管理※ トウ セコウ カンリ				出来形 デキガタ				 １　地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理

														 ２　トータルステーション等光波方式を用いた出来形管理

														 ３　トータルステーション（ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ方式）を用いた出来形管理

														 ４　地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 イドウタイ トウサイガタ

														 ５　その他の３次元計測技術による出来形管理 デキガタ カンリ

														その他の技術名称： タ ギジュツ メイショウ





						⑤３次元データの
　納品※



				技術名とシステム
メーカー名										（記入例）　③－４）MGバックホウ：○○製のシステム

				NETIS登録の有無										（記入例）　無し・あり（登録番号を記載）

				※必須項目：②３次元設計データ作成、④３次元出来形管理等の施工管理、⑤３次元データの納品 ヒッス コウモク ジゲン セッケイ サクセイ ジゲン デキガタ カンリトウ セコウ カンリ ジゲン ノウヒン



				1

				2

				3

				4

				5














別添６

令○〇〇第〇〇〇〇〇号

令和○年(○○年)〇〇月〇〇日





商号又は名称

代表者職・氏名　　〇〇　〇〇　様



〇〇農林水産事務所長　





ＩＣＴ活用工事履行証明書





貴社が受注した工事について、下記のとおりＩＣＴ活用工事の履行を証明します。

記

１　工　事　名：　〇〇〇〇〇　〇〇〇〇〇〇〇工事　第〇工区

（箇所コード）　012345678901

２　工事場所：　〇〇〇〇　地内

３　工　　　期：　着手年月日　令和　〇　年　〇〇　月　〇〇　日

完成年月日　令和　〇　年　〇〇　月　〇〇　日

４　工　　　種：　ＩＣＴ活用工事（舗装工）［全面活用］を実施 注）

[bookmark: _GoBack]５　証明書有効期間：　工事成績評定通知日から１年間



注）「ＩＣＴ活用工事（土工）［全面活用］」、「ＩＣＴ活用工事（土工）［部分活用］」

「ＩＣＴ活用工事（法面工）［全面活用］」、「ＩＣＴ活用工事（法面工）［部分活用］」

「ＩＣＴ活用工事（舗装工）［全面活用］」、「ＩＣＴ活用工事（舗装工）［部分活用］」

等のうち、該当するものを記載する。

全面活用：ＩＣＴ活用工事実施要領に示すＩＣＴ施工技術①～⑤を全て活用した工事。

部分活用：　〃　①～⑤を部分的に活用した工事。

